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全国医療経営士実践研究大会
地域とともに歩む社会性豊かな
医療の実現

第15 回 東京大会

大会
テーマ

ステーションコンファレンス東京会場

2026年
11月21日土
22日日

開催日

──	病院経営が危機的状況にある今こそ、医療経営士は一致団結し、
	 使命感を持って地域医療の崩壊をくい止めよう！

参加申込は大会特設サイト
から受付中
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医
療
機
関
の
経
営
危
機
に

ど
う
立
ち
向
か
う
の
か

こ
れ
ま
で
厚
生
労
働
省
医
政

局
に
は
「
医
療
経
営
支
援
課
」

が
存
在
し
て
い
た
が
、
今
回
の

組
織
令
改
正
に
伴
い
同
課
が
医

療
機
構
運
営
支
援
課
に
改
組
・

改
称
さ
れ
、
新
た
に
「
医
療
経

営
改
革
課
」
が
設
け
ら
れ
た
。

初
代
課
長
に
は
前
保
険
局
医
療

課
保
険
医
療
企
画
調
査
室
長
の

吉
田
拓
野
氏
が
就
任
し
て
い
る
。

８
月
４
日
付
の
厚
生
労
働
省

医
政
局
長
通
知
に
改
正
の
概
要

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
る
と
内
部
組
織
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、「
高
齢
化
や
生
産

年
齢
人
口
減
少
の
進
行
に
よ

り
、
高
ま
る
医
療
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
良
質
で
持
続
可
能
な
医

療
提
供
体
制
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
」
な
か
、
賃
上
げ
や
物
価

上
昇
へ
の
対
応
等
に
よ
っ
て
医

療
機
関
の
経
営
が
厳
し
い
局
面

に
あ
り
、「
生
産
年
齢
人
口
の

減
少
に
よ
り
、
医
療
人
材
の
確

保
が
困
難
を
極
め
て
い
る
状
況

を
踏
ま
え
」
た
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。

医
療
経
営
改
革
課
の
目
的
と

し
て
は
、「
業
務
効
率
化
・
勤

務
環
境
改
善
に
取
り
組
む
医
療

機
関
を
支
援
す
る
た
め
」
に
、

医
療
機
関
の
経
営
改
革
に
関
す

る
業
務
を
所
掌
す
る
と
な
っ
て

い
る
。

今
回
の
改
正
で
、
医
療
機
関

と
し
て
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
医

療
Ｄ
Ｘ
も
含
め
た
業
務
の
効
率

化
を
進
め
、
働
き
方
改
革
等
に

よ
る
勤
務
者
の
勤
務
環
境
の
改

善
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
だ
ろ
う
。
医
療
経
営
士
と

し
て
も
向
き
合
う
べ
き
課
題
が

明
確
に
な
っ
た
と
捉
え
、
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。

桑
原
寛・医
業
経
営
企
画
室
長
、

全
国
大
会
の
特
別
講
演
に
登
壇

11
月
21
・
22
日
に
開
催
さ
れ

る
、
第
15
回
「
全
国
医
療
経
営

士
実
践
研
究
大
会
」
東
京
大
会

で
は
、
初
日
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

お
い
て
、
特
別
講
演
」
と
し
て

医
療
経
営
改
革
課
医
業
経
営
企

画
室
長
の
桑
原
寛
氏
が
登
壇
す

る
。講

演
タ
イ
ト
ル
は
「
病
院
の

経
営
危
機
に
何
を
す
べ
き
か
―

―
医
療
経
営
人
材
に
期
待
す
る

こ
と
（
仮
）」。
こ
の
未
曾
有
の

経
営
危
機
に
お
い
て
医
療
経
営

人
材
は
何
を
す
べ
き
な
の
か
、

医
療
経
営
人
材
に
対
し
て
厚
生

労
働
省
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を

期
待
し
て
い
る
の
か
が
語
ら
れ

る
だ
ろ
う
。

こ
の
「
医
療
経
営
人
材
」
に

は
当
然
、
医
療
経
営
士
も
該
当

す
る
。
こ
の
特
別
講
演
は
、
医

療
経
営
士
に
向
け
た
厚
生
労
働

省
か
ら
の
エ
ー
ル
と
考
え
る
こ

と
も
で
き
る
。
医
療
経
営
改
革

課
の
新
設
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ

で
桑
原
氏
に
登
壇
い
た
だ
く
と

い
う
こ
と
は
、
非
常
に
大
き
な

意
味
が
あ
る
と
言
え
る
。
ぜ
ひ

会
場
で
桑
原
氏
の
言
葉
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
、
医
療
経
営

士
と
し
て
活
動
し
て
い
く
た
め

の
今
後
の
指
針
と
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

大
会
へ
の
参
加
は
特
設
サ
イ

ト（https://conference-jm
m

pa.jp/

）
か
ら
申
し
込
み
を
受

け
付
け
中
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳

細
に
つ
い
て
も
同
サ
イ
ト
で
情

報
を
随
時
更
新
し
て
い
る
の
で

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

厚 労 省 が 医 療 経 営 改 革 課 を 新 設

医療改革を牽引する存在として
高まる医療経営士への期待

８
月
４
日
に
厚
生
労
働
省
組
織
令
及
び
社
会
保
障
審
議
会
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
が
施
行
さ
れ
、医
政
局
に「
医
療
経
営
改

革
課
」が
新
設
さ
れ
た
。医
療
経
営
の
改
革
が
よ
り
強
力
に
進

め
ら
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
こ
の
状
況
を
、医
療
経
営
士
へ
の
追

い
風
と
し
て
い
き
た
い
。

全国医療経営士実
践研究大会に特別
講演で登壇する医
療経営改革課医業
経営企画室長の桑
原寛氏
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医療団体トップ8人の主張
── 課題解決の処方箋、地域医療の未来を見据える ──

9月号
好評
発売中

詳細・ご購入は
コチラ

最新情報を踏まえ新たな病院像を描く
「経営の時代」の羅針盤

2026年度診療報酬改定が施行され、医療機関等では新たな対応がスタートした。30年ぶりの高水準と言わ
れる改定率となったものの、経営環境はかつてなく厳しく、道のりは前途多難。医療界の代表者の一人でもあ
る医療団体のトップは、目の前に広がる荒波をどう乗り越え、そしてどのような提言をしているのか。役員改
選で新たに誕生した会長・理事長をはじめ、未来を託された8人の医療団体トップの生の声から、山積する課
題解決のための処方箋や地域医療の未来を読み解く。

特集
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かけがえのない仲間とともに
医療経営士としての第一歩を

神 奈 川 研 究 会 が「合 格 者 の つ ど い」を 開 催

「
合
格
者
の
つ
ど
い
」
は
医
療

経
営
士
３
級
試
験
の
合
格
者
を

対
象
と
し
て
開
催
さ
れ
る
研
究

会
。
試
験
に
は
合
格
し
た
も
の

の
、
医
療
経
営
士
と
し
て
今
後

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
け

ば
よ
い
の
か
が
わ
か
ら
な
い
と

い
う
方
に
、
自
身
の
医
療
経
営

士
と
し
て
の
将
来
像
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
も
ら
う
た
め
の
場
と
な

っ
て
い
る
。
関
東
支
部
神
奈
川

研
究
会
で
は
昨
年
の
８
月
以

来
、
３
級
資
格
認
定
試
験
の
合

格
発
表
後
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
開

催
を
重
ね
て
お
り
、
今
回
が
４

回
目
と
な
っ
た
。

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

同
研
究
会
事
務
局
の
船
山
和
紀

氏
（
株
式
会
社
日
医
リ
ー
ス
）

は
合
格
者
に
対
し
て
お
祝
い
の

言
葉
を
述
べ
た
後
、「
医
療
経

営
士
と
し
て
今
後
何
を
し
て
い

く
の
か
、
ど
う
や
っ
て
学
ん
で

い
け
ば
よ
い
の
か
を
イ
メ
ー
ジ

で
き
る
機
会
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ

た
。

（
一
社
）
日
本
医
療
経
営
実
践

協
会
事
務
局
よ
り
医
療
経
営
士

の
資
格
制
度
及
び
協
会
活
動
に

つ
い
て
の
紹
介
が
行
わ
れ
た

後
、
神
奈
川
研
究
会
事
務
局
の

青
木
大
介
氏
（
社
会
医
療
法
人

財
団
石
心
会
川
崎
幸
病
院
）
が

登
壇
。
こ
れ
ま
で
の
神
奈
川
研

究
会
の
あ
ゆ
み
に
つ
い
て
紹
介

し
た
。

青
木
氏
は
、
ま
ず
「
な
ぜ
医

療
経
営
を
学
ぶ
の
か
」
と
い
う

問
い
を
提
示
。
人
口
動
態
が
大

き
く
変
化
し
、
社
会
保
障
給
付

費
も
拡
大
す
る
な
か
で
、
医
療

分
野
は
市
場
規
模
と
し
て
は
非

常
に
大
き
く
、
活
躍
が
い
の
あ

る
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
と
し
た

う
え
で
、「
経
営
を
学
ん
だ
医

療
経
営
士
が
活
躍
す
れ
ば
医
療

機
関
の
経
営
が
安
定
し
、
保
険

医
療
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
。

ひ
い
て
は
自
分
た
ち
の
子
ど
も

の
世
代
に
良
い
社
会
を
残
す
こ

と
に
も
な
る
」
と
経
営
を
学
ぶ

こ
と
の
重
要
性
を
強
調
。
身
近

で
定
期
的
に
経
営
を
学
べ
る
場

と
し
て
、
神
奈
川
研
究
会
が
設

立
さ
れ
た
経
緯
を
語
っ
た
。

こ
れ
ま
で
に
60
回
を
超
え
る

研
究
会
を
開
催
し
て
き
た
神
奈

川
研
究
会
。
合
宿
で
の
勉
強
会

や
病
院
経
営
の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム

を
使
っ
た
研
究
会
等
、
多
岐
に

わ
た
る
活
動
に
つ
い
て
同
研
究

会
事
務
局
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
の

報
告
も
行
わ
れ
た
。
最
後
に
青

木
氏
は
「
今
日
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
皆
さ
ま
が
積
極
的
に
研

究
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
さ
ら
に
活
動
が
広
が
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
」

と
訴
え
た
。

同
期
の
医
療
経
営
士
と
の
絆
が

こ
れ
か
ら
の
大
き
な
支
え
に

講
演
後
に
は
参
加
者
が
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
自
己
紹
介
と

医
療
経
営
士
を
受
験
し
た
理

由
、
こ
れ
か
ら
の
抱
負
等
を
語

り
合
っ
た
。
医
療
機
関
、
関
連

企
業
、
金
融
機
関
等
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
持
つ

参
加
者
同
士
が
、
医
療
経
営
に

つ
い
て
の
意
見
を
交
換
し
、
医

療
経
営
士
と
し
て
の
〝
志
〟
を

研
究
会
の
歴
史
を
紐
解
き

医
療
経
営
を
学
ぶ
意
義
を
説
く

日
本
医
療
経
営
実
践
協
会
関
東
支
部
神
奈
川
研
究
会
は
８
月
20
日
、

か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て「
合
格
者
の
つ
ど
い
」を
開
催

し
た
。７
月
14
日
に
合
格
発
表
が
行
わ
れ
た
、第
48
回「
医
療
経
営

士
３
級
」資
格
認
定
試
験
の
合
格
者
を
中
心
に
約
20
名
が
参
加
、医

療
経
営
士
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

T O P I C S

資
格
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
る

方
か
ら
直
接
聞
け
る
貴
重
な
機

会
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
同
じ

試
験
に
合
格
し
た
「
同
期
」「
同

志
」
と
出
会
う
場
所
で
も
あ

る
。
同
期
の
医
療
経
営
士
と
の

つ
な
が
り
は
非
常
に
大
切
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
な
り
、
い
つ
で

も
相
談
で
き
る
仲
間
の
存
在

は
、
仕
事
の
う
え
で
困
難
に
ぶ

つ
か
っ
た
と
き
に
大
き
な
支
え

と
な
る
は
ず
だ
。

現
在
、
定
期
的
に
開
催
し
て

い
る
の
は
神
奈
川
研
究
会
の
み

と
あ
っ
て
、
今
回
は
長
野
県
や

鹿
児
島
県
と
い
っ
た
遠
方
か
ら

の
参
加
者
も
目
立
っ
た
。
全
国

の
地
域
支
部
・
自
主
研
究
会
で

そ
れ
ぞ
れ
開
催
で
き
れ
ば
、
合

格
者
も
よ
り
気
軽
に
参
加
で

き
、
研
究
会
活
動
の
活
性
化
に

も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。
協
会
と

し
て
も
開
催
を
支
援
す
る
体
制

を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

共
有
す
る
貴
重
な
機
会
と

な
り
、
予
定
時
間
を
超
え

て
も
話
が
途
切
れ
な
い
ほ

ど
の
盛
り
上
が
り
と
な
っ

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
熱

意
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

い
る
方
が
参
加
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
よ
か

っ
た
」「
顔
の
見
え
る
関

係
づ
く
り
が
で
き
て
幸

い
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か

れ
た
。

「
合
格
者
の
つ
ど
い
」
は

「
医
療
経
営
士
に
な
る
と

ど
う
な
る
の
か
」
を
、
有

グループセッションは予定時間を超える盛り上がりとなった
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神奈川研究会がスピンオフイベントを開催

研究会からスピンオフが派生
組織についての考えを深める

支部N EW S 関東支部

理想の組織を考えていくなかで
新たな視座を提供する場をつくる

今回開催された勉強会は、「理想の病院
における『組織の在り方』を考える」をテ
ーマに、５月に開催された定例研究会の
スピンオフとして企画されたもの。これ
まで60回を超える研究会を開催してき
た神奈川研究会で、開催後に参加者から
声が上がってスピンオフ企画が実現した
のは初めてのケースだ。
その理由として、同研究会の世話人代
表を務める金城悠貴氏（済生会神奈川県
病院）は、「組織というテーマが参加者に
響いたのではないか」と言う。「研究会で
は参加された皆さんからさまざまな意見
があり、組織の捉え方や理想の組織像に
ついていろいろな見方があることがわか
りました。皆さんにとっても刺激になっ
たようで、終了後に『もうちょっとこの話
をしたい』というメッセージをもらい、後
日改めてオンラインで意見交換をした方
もいました」（金城氏）
そのようななかでスピンオフ企画の手

を挙げたのが、病院の組織開発に取り組
んでいる荒井ゆき氏（株式会社メディリ
リーフ）だ。そのきっかけについて荒井氏
は、「研究会に参加していて、私たちは『仕
組みを変えれば組織はよくなる』という
世界観に慣れすぎているのではないかと
感じた」ことだと話す。
「もちろん仕組みや制度は大切ですが、
それだけでは人が活きる組織にはならな
いように感じています。研究会では『どう
いう仕組みを作れば部下のモチベーショ
ンが上がるのか』といった管理を前提と
した話が多く、そうではない別の世界観
を紹介できないかと思いました。そこで
ティール組織という考え方を手がかりに、
『人が活きる組織とは何か？』という問い
に皆で向き合う場をつくれたら新たな視

座を得ることができるのではないかと考
え、事務局メンバーの皆さんに相談させ
ていただきました」（荒井氏）
その結果、スピンオフ企画として勉強
会が実現。済生会神奈川県病院で開催さ
れた勉強会は荒井氏がファシリテーター
を務め、神奈川研究会事務局のメンバー
を中心に10名が参加した。最初に「今日
の勉強会で何を学びたいのか」を各自が
共有し、その後「組織は何にたとえられる
か？」「これまでに人が活きていると感じ
た組織はどのようなもの？」など荒井氏
が提供するテーマについて参加者が自身
の意見を述べ、他人の意見を聴き、感じた
ことを発言し合う、という流れで進行。最
後に「今日の気づき」や「明日から試して
みたいこと」を共有し、閉会となった。

一度の研究会開催で終わらず
さらに学びを深めていくために

荒井氏はこの日の勉強会について、「組
織の全員が自然と学びが起こる組織文化
をつくり、組織を一つの生命体として進
化させていく世界観を紹介できたのでは
ないか」とし、「参加者一人ひとりが問い
を立てて自分ごとにすることで、想像も
していなかった視点が得られ、視野が広
がります。この勉強会をきっかけとして、

日本医療経営実践協会関東支部神奈川研究会は6月26日（金）、定期で開催している研究会のスピンオフ企画として、
「ティール組織から考える人が活きる組織とは？」をテーマとした勉強会を開催した。勉強会の内容と合わせて、研究会
からスピンオフ企画が生まれるまでの経緯について紹介する。

参加された方々が現場に戻って世界を開
いていくという確かな期待が持てまし
た」と語った。
同じ「組織」というテーマでありながら、
最初の研究会では「どのような組織にす
るのか」といった仕組みや構造の話、スピ
ンオフ企画では組織に参加する一人ひと
りの意識や考え方についての話となり、
異なる側面から組織を捉えられたことに
大きな意義があったと言える。
金城氏は「研究会の後、『テーマについ

てもっと深掘りしたい』『別の角度から考
えてみたい』といった意見が出てくるの
は大歓迎ですし、そういう声が参加者の
なかから自主的に生まれてきた今回のケ
ースは、一つの参考事例になるのではな
いか」と話す。現在、全国各地、さまざま
なテーマで医療経営士の研究会が開催さ
れているが、開催すること自体が目的と
なってしまっては、真の目的を見失って
しまうことにもなりかねない。参加して
それぞれのテーマについて学んだら終わ
りということではなく、大切なのはそこ
からさらに学びを深め、自分のなかでし
っかりと消化していくという主体的な姿
勢だろう。一人ひとりが学びへの向き合
い方を考えていくことで、支部研究会の
さらなる進化を期待したい。

スピンオフで開催され
た勉強会は参加者一人
ひとりが主体的に学ぶ
場に



新入職員研修／
ミドルマネジャー研修

【お問い合わせ先】日本ヘルスケア経営学院  事務局（日本医療企画内）　☎03-3553-2862　https://hcmi-s.net/

講
座
概
要

日本ヘルスケア
経営学院

公 開 講 座

石井富美氏
（多摩大学医療・
介護ソリューション
研究所副所長）

講師 【新入職員研修WEB講座（全６回）】
●講義時間	…	各回約20分
●受 講 料	…	各回	 ：1,100円
	 	 3回セット	 ：2,750円
	 	 全6回セット	：4,950円

【ミドルマネジャー研修WEB講座（Ⅰ／Ⅱ）】
●講義時間	…	講座Ⅰ： 約120分／講座Ⅱ： 約90分
●受 講 料	…	講座Ⅰ： 7,150円／講座Ⅱ： 5,500円／
	 	 Ⅰ・Ⅱセット：11,000円
※講義終了後に内容の理解度が測れる「確認テスト」付き　※受講料はすべて税込

秋 か ら の 中 途 採 用 者 の 研 修 に 最 適 ! 　 オ ン デ マ ン ド 職 員 研 修 講 座 シ リ ー ズ

WEB講座

好評配信中 !
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日本医療経営実践協会  支部研究会スケジュール
開催日 開催支部 テーマ 講師

9月9日（水） 本部後援 医療機関の情報セキュリティ対策セミナーin福岡 
「医療情報システムの安全管理に関するガイドライン7.0版解説セミナー」 田中勝弥 氏（国立がん研究センター情報統括センター長）ほか

9月11日（金） 関東
第6回多摩研究会 
コメディカルが経営を学ぶと仕事の景色はどう変わるのか？（全3回） 
第1回　経営の視点が増えると理学療法士の業務管理も楽になる

小林宏彰 氏（医療法人社団永生会永生病院理学療法士／
	 医療経営士3級）

9月12日（土） 関西
第42回関西医療経営勉強会 

「急性期病院の現場を支える組織づくり 
～新米院長が経験した課題とその向き合い方～」

大久保和俊 氏（社会福祉法人京都社会事業財団京都桂病院院長）

9月18日（金） 関東 第64回神奈川研究会 
「診療所と病院の理想のパートナーシップとは？(仮)」 ※参加者同士のディスカッション形式で開催

10月9日（金） 本部後援 医療機関の情報セキュリティ対策セミナーin大阪 
「医療情報システムの安全管理に関するガイドライン7.0版解説セミナー」 田中勝弥 氏（国立がん研究センター情報統括センター長）ほか

※日程等は変更になる場合があります。詳細は協会ホームページでご確認ください。

事務局掲示板 PICK UP研究会

福岡と大阪の2会場で開催

医療機関の情報セキュリティ対策セミナー

本協会後援

今年6月末に公表された「医療情
報システムの安全管理に関するガイ
ドライン7.0版」を解説する情報セキ
ュリティセミナーを、九州と大阪の
２カ所で開催する。

基調講演①として九州・大阪の両
会場とも、同ガイドラインの改定作
業班で座長を務めた、国立がん研究
センター情報統括センター長の田中
勝弥氏が登壇し、改定のポイントに
ついて解説する。さらに基調講演②
として、九州では「生成AI時代のDX
戦略と情報セキュリティ」をテーマ
に九州大学病院メディカル・インフ
ォメーションセンター准教授の山下
貴範氏、大阪では「攻撃の可能性を否
定できない中での初動判断」と題し
市立奈良病院診療情報管理室の桑田
成規氏が登壇する。

その他、医療機関の取り組み・課題
を共有するパネルディスカッション、
セキュリティベンダー各社による最
新のソリューション及び医療機関に
おける導入事例の解説、組織や立場
を超えてネットワーク形成できる情
報交換会を予定している。

【開催 概 要】
■日　時
	 2026年	 9月9日（水）13:25 ～ 17:40（福岡会場）
	 2026年10月9日（金）13:25 ～ 17:40（大阪会場）
■会　場
	 大名カンファレンスLinkRoom2+3
	 （福岡市中央区）（福岡会場）
	 TKPガーデンシティ PREMIUM大阪駅前
	 （大阪市北区）（大阪会場）
■参加費
	 無料（福岡・大阪会場とも）
■定　員
	 50名（福岡・大阪会場とも）
■主　催
	 株式会社日本医療企画
■協　賛
	 サイバーリーズン合同会社／
	 株式会社ソリトンシステムズ
■企　画
	 株式会社オーバル・アドバタイジング
■後　援
	 一般社団法人日本医療経営実践協会
■お問い合わせ
	 株式会社日本医療企画 九州支社（092-418-2828）

お申込みは
こちらの
QRコードから

知っておきたい「医学の基礎知識」を
DVDとテキストで効果的に習得できる

「医療経営士」基礎力UP講座

当協会では医療経営士とし
て知っておきたい医学の基礎
知識を効果的に学べる「基礎
力UP講座」を開講しています。
テキストとDVDを通して事
務職や他業種の方が、医療専

門職との連携やコミュニケー
ションにおいて必要不可欠な
医学知識や医療用語を平易か
つ効果的に学習できる仕組み
になっています。詳細はホー
ムページにてご確認ください。

【医療経営士「基礎力ＵＰ講座」】
http://www.jmmpa.jp/support/
tsushin/up/

【登録内容変更のご案内】
http://www.jmmpa.jp/support/cat108

医療経営士の所属をPRしよう！ 
所属先の掲載ご協力のお願い

当協会のホームページでは、
会員の皆さまから掲載の同意
をいただいて、医療経営士が
所属する医療機関・企業名を
公開しています。

医療機関の抱えるさまざま
な経営課題を迅速かつ的確に
解決できる能力を持った医療

経営士の所属先を公開するこ
とで、経営力を持った医療機
関であること、医療機関のマ
ネジメントを支援できる人材
を有する企業であることをア
ピールすることができます。
掲載の同意をいただける方は、
下記URLからご登録ください。

大阪会場 福岡会場


